
軽度認知障害（ＭＣＩ）経過観察検査の流れ（案）

・保険診療

・助成金対象（年度１回目）

概ね６ヵ月後 概ね６ヵ月後

第２段階の認知機能精密検査 ＭＣＩの経過観察検査 第２段階の認知機能精密検査

以後繰り返し…

※事故救済制度利用のための診断は第２段階医療機

関に限るため、第２段階医療機関の紹介が必要。

※第１段階医療機関で認知症と診断した場合は、経

過措置の取扱いで事故救済制度に登録可能（診断

書（患者負担）が必要）。
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認知症と診断

事
故
救
済

申
込
み

・本人への結果票（診断様式３）に検査

時期を記載して受診を勧奨
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・市への報告必要（診断様式２） ・市への報告不要

ＭＣＩと診断 第２段階医療機関

・保険診療

・助成金対象（年度２回目）

原則、第１段階

医療機関

第２段階医療機関
原則、同じ医療機関

（第２段階医療機関）

※かかりつけ医は併診

（助成対象外）

・保険診療

・助成金対象（年度２回目）

上記の原則（同じ医療機関の受診）が難しい場合

認知症と診断

認知症と診断

・市への報告不要

・認知症と診断した場合に限り、第２段階医療機関から市への報告必要（診断様式２）

・市への報告必要（診断様式２）

・保険診療

・助成金対象（年度１回目）

※その他の医療機関が経過観察検査や認知症の診断

を行った場合は、経過措置の取扱いで事故救済制

度に登録可能（診断書（患者負担）が必要）。

ＭＣＩと診断


